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本アニュアルレポートに記載されている将来の業績に関する予想、計画、見通しなどは、当社

および当社グループ会社が現時点で入手可能な情報に基づき、当社の経営者が合理的と判断

したものです。実際の業績は様々な要因の変化により、これらの業績見通しとは大きく異なる可

能性があります。

そのような要因には、主要市場の経済状況および製品需要の変動、国内外の各種規制ならび

に会計基準・慣行などの変更などがあります。
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ミッションステートメント�
使　命�

大塚商会は多くの企業に、情報・通信技術の革新によっ

てもたらされる新しい事業機会や経営改善の手段を

具体的な形で提供し、企業活動全般にわたってサポート

します。そして、各企業の成長を支援し、わが国の

さらなる発展と心豊かな社会の創造に貢献しつづけます。�

目　標�
● 社会から信頼され、支持される企業グループとなる。�

● 従業員の成長や自己実現を支援する企業グループとなる。�

● 自然や社会とやさしく共存共栄する�

　先進的な企業グループとなる。�

● 常に時代にマッチしたビジネスモデルを�

　創出しつづける企業グループとなる。�

行動指針�
● 常にお客様の目線で考え、お互いに協力して行動する。�

● 先達のチャレンジ精神を継承し、自ら考え、進んで行動する。�

● 法を遵守し、社会のルールに則して行動する。�
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連結財務ハイライト

売上高

システムインテグレーション事業

サービス＆サポート事業

その他の事業

営業利益

経常利益

税金等調整前当期純利益

当期純利益

総資産

有利子負債

株主資本

1株当たり当期純利益（円、米ドル）

1株当たり配当金（円、米ドル）

1株当たり営業キャッシュ・フロー（円、米ドル）

売上高営業利益率（％）

売上高当期純利益率（％）

有利子負債比率（％）

株主資本比率（％）

株主資本当期純利益率（ROE）（％）

株式会社大塚商会および連結子会社
12月31日に終了した各年度

％

増減率

¥324,289

219,690

103,380

1,219

7,990

7,766

4,706

2,405

148,563

29,795

42,351

75.96

20.00

468.47 

2.46

0.74

20.06

28.51

5.76 

¥344,377

225,842

116,665

1,869

9,221

9,055

4,619

2,457 

162,144

36,858

43,978 

77.67

20.00

497.87 

2.68

0.71

22.73

27.12

5.69 

¥372,481

238,729

130,959

2,792

17,009

17,036

18,548

11,247

167,228

21,337

54,667

355.88

55.00

743.43 

4.57

3.02

12.76

32.69

22.80 

$3,574,673

2,291,065

1,256,804

26,794

163,234

163,493

178,003

107,936 

1,604,875

204,769

524,635 

3.41

0.52

7.13

－

－

－

－

－

+8.2

+5.7

+12.3

+49.4

+84.5

+88.1

+301.5

+357.7

+3.1

–42.1
+24.3

+358.2

+175.0

+49.3

千米ドル

2004

百万円

200420032002

株主資本当期純利益率（ROE）を算出する場合の株主資本は期中平均値を使用しています。
米ドル金額は、2004年12月末日の為替相場1ドル＝104.2円で換算しています。

（注記）本アニュアルレポートの金額表示で、2002年12月期は百万円未満を四捨五入して表示しています。2003年12月期以降は百万円未満を切り捨てて表示しています。
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株主・投資家の皆様へ

株主・投資家の皆様には、ますますご清祥のこととお慶び申し

上げます。

また平素より格別のご愛顧とご支援を賜り、厚くお礼申し上げ

ます。

ここに、当社グループの2004年連結会計年度（2004年1月1日か

ら2004年12月31日まで）の事業概況をご報告申し上げます。

当連結会計年度の売上高につきましては、3,724億81百万円

（前年同期比8.2％増）となり、過去最高額を更新しました。セグメ

ント別では、システムインテグレーション事業がカラー複写機や

サーバ、セキュリティ関連商品の販売が好調に推移し、2,387億29

百万円（前年同期比5.7％増）となりました。サービス＆サポート

事業においてもオフィスサプライなどの通信販売事業「たのめー

る」が引き続き好調に推移したことなどにより、1,309億59百万円

（前年同期比12.3％増）となりました。

利益につきましては、販売費及び一般管理費の増加を抑えた

ことや厚生年金基金代行返上益の計上などにより、営業利益170

億9百万円（前年同期比84.5％増）、経常利益170億36百万円（前

年同期比88.1％増）、当期純利益112億47百万円（前年同期比

357.7％増）となり、最高益を更新しました。この業績を踏まえ、

期末配当を前期より35円増配の1株当たり55円とし、ご支援を賜

った株主の皆様への利益還元を実施させていただきます。

当社グループでは今後も「ミッションステートメント」の具現化に

努め、皆様の信頼に応えられるよう経営改革を進めてまいります。

株主・投資家の皆様にはより一層のご支援を賜りますよう、心

よりお願い申し上げます。

2005年3月

取締役社長大塚 裕司
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営業の概況

■景気は回復基調
当連結会計年度におけるわが国経済は、上期に

おいては世界経済の回復を背景とした輸出の増加と

国内生産の増加に伴う設備投資に支えられ、景気回

復がより確かなものとなりました。企業収益も顕著

な回復を見せ、大手企業から中堅･中小企業へ、製

造業から非製造業へと広がりました。しかしながら、

下期に入り原油価格や原材料価格の高騰に加えて、

台風や地震といった自然災害の影響もあり、年末に

かけて景気回復の減速感が強まってきました。

■情報化投資が本格的に回復
当社グループの属するIT関連業界におきましては、

企業の収益改善とブロードバンド環境の進展を背景

に「e-Japan戦略」の具体的進展、個人情報保護法

の施行を前にしたセキュリティ対策への関心の高ま

りや、2000年問題対応システムの買い替え需要に

加えて、IT投資促進税制等の支援策もあり、パソコ

ン等のコンピュータ関連機器が回復基調となるな

ど、先延ばしされていた企業の情報化投資が本格的

に回復してきました。しかしながら、企業のIT投資に

対する投資対効果の明確化やトータルコスト削減へ

の要求は従来にも増して強まっております。

■企業の経営改善につながるIT活用を提案
このような状況の中で当社グループは、「お客様

の目線で総合力を活かし、信頼に応える」をスロー

ガンに掲げて、ブロードバンド環境の進展やセキュ

リティへの関心の高まりをビジネス拡大の好機とと

らえ、当社グループの持つ総合力を活かした複合シ

ステムや関連サービスの提供等、企業の経営改善に

つながるIT活用の提案に努めました。同時に、「た

のめーる」、「ODS21」、「SMILE」、「OSM」等の重点

戦略事業に注力し、加えて「SPR」のより一層の活

用と浸透を図り、提案品質の向上と営業活動の効

率化を推進しました。また、インターネットを活用し

た基幹系および情報系システムの抜本的な見直しと

融合等、お客様の課題解決に引き続き注力いたしま

した。
※各重点戦略事業の内容については6ページをご覧ください。

■増収、大幅増益を実現
以上の結果、当連結会計年度の業績は、売上高

3,724億81百万円（前年同期比8.2％増）、営業利益

170億9百万円（前年同期比84.5％増）、経常利益

170億36百万円（前年同期比88.1％増）、当期純利

益は112億47百万円（前年同期比357.7％増）と、増

収大幅増益となりました。

●景気回復による企業収益の改善・金融不安の解消�
●各種リプレース需要の発生�
●ブロードバンド環境の進展と�
　セキュリティへの関心の高まり�
●IT投資促進税制等の政府の支援策�

外部環境�

●「SPR」の活用浸透による提案品質の向上と�
　効率的な営業活動の展開�
●複合・統合システム提案による競争力の向上�
●原価管理強化、販管費率の改善で収益性が向上�
●「たのめーる」による顧客開拓効果�
●旬なセキュリティビジネスを強化�

当社グループの取り組み�

企業のIT投資が顕著に回復�
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当社では、お客様の満足度（CS）向上につながる

最適な提案を効率よく行う仕組みとして、「SPR」を活

用しています。

「SPR」は当社が独自に開発した情報システムであ

り、顧客管理（CRM）と営業支援（SFA）をあわせた機

能を持っています。

「SPR」では、お客様のプロフィール情報はもとよ

り、お客様との取引履歴（過去）、お客様への提案状

況（現在）、お客様の要望・ニーズ（未来）に関する情

報をデータベース化しています。

また、データベースの中には、日々2万社におよぶ

面談・コンタクト情報に加えて、外部の企業情報など

も含まれています。これらの情報を多面的に分析し

活用することで、個々のお客様に最適な提案を効率

よく行うことが可能となっています。

SPR : Sales Process Re-engineering の略称�
当社独自開発の CRM + SFA システム�

（顧客管理）�（営業支援）�

科学的営業でCS向上と効率アップを同時に実現�

お客様のプロフィールを正確に知る�

お客様との取引履歴（過去）を知る�

お客様への提案状況（現在）を知る�

お客様の要望・ニーズ（未来）を知る�

■「SPR」による科学的なアプローチ

好調な業績を受け、営業活動によるキャッシュ･フ

ローは当連結会計年度において前年同期に比べ77

億45百万円増加しました。前年同期には新本社ビル

の取得があったため、投資活動によるキャッシュ･フ

ローは前年同期に比べ201億60百万円減少し、財務

活動によるキャッシュ･フローは、借入金の返済を進

めたことなどにより、前年同期に比べ219億1百万円

増加しました。

■キャッシュ･フローの推移 （単位：億円）

■営業C/F  ■投資C/F  ■財務C/F

2004年12月期�2003年12月期�2002年12月期�
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0
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-150

-200

-250

148

-75 -79

-234

157

62

-32

-156

234

当連結会計期間におきまして、過去に発行しまし

た社債の償還を全て終了しました。また、前年同期

には新本社ビルの取得があったため、借入金が一時

的に増加しましたが、好調な営業活動によるキャッ

シュ･フローを背景に借入金の圧縮を進めた結果、

有利子負債（短期借入金、長期借入金および社債）

は約155億円の減少となりました。

■有利子負債の推移

60

45

30

15

（単位：百万円）� （％）�

0

■有利子負債�
■有利子負債比率�

40,000
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0
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事業セグメント別の概況

コンサルティングからシステム設計･開発、搬入

設置工事、ネットワーク構築まで最適なシステム

を提供するシステムインテグレーション事業では、

オリジナルのナレッジマネジメントシステム

「ODS21」や統合型基幹業務システム「SMILE」

に注力した結果、カラー複写機やパソコンおよび

サーバの販売が引き続き好調に推移し、売上高は

2,387億29百万円（前年同期比5.7％増）となりま

した。

事業セグメント別の売上高推移�
�

■システムインテグレーション事業　■サービス&サポート事業　■その他の事業�
�
�

 （単位：百万円）�
�

0

100,000

200,000
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219,690

103,380

225,842

116,665

238,729

324,289
344,377

372,481

130,959
1,219 1,869 2,792

■システムインテグレーション事業

サプライ供給、ハード＆ソフト保守、テレフォンサ

ポート、教育等によりシステム導入後をトータルにサ

ポートするサービス＆サポート事業では、Webサイト

およびカタログによるオフィスサプライ通信販売事

業「たのめーる」が引き続き好調に推移し、OAサプ

ライを中心に引き続き高伸長を続けたことに加え

て、保守等も堅調に推移し、売上高は1,309億59百

万円（前年同期比12.3％増）となりました。

■サービス＆サポート事業

その他の事業では、株式会社冨士見建設の属す

る建設業界は引き続き厳しい状態にありましたが、

積極的な営業活動を展開した結果、売上高は27億

92百万円（前年同期比49.4％増）となりました。

■その他の事業
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当社では、「MRO」「SMILE」「ODS21」「OSM」の4事業を重点戦略事業と位置付け、特に注力していま

す。当連結会計年度における各事業の概況は以下の通りです。

MRO重点戦略事業

文具、オフィス生活用品、OAサプライなどの販売

事業であるMROは、事業の中核となるオフィスサプ

ライ通信販売事業「たのめーる」の躍進により520億

円を超えました。

「たのめーる」は当社が提供する「ワンストップソ

リューション」へのいわば入口であり、ここからお客

様のシステム全般に関わるビジネスへとお取り引き

の拡大を進めています。

重点戦略事業の概況（単体）

MROの売上高推移�  （単位：百万円）�
�

0

10,000

20,000

30,000

40,000

50,000

60,000

2004年12月期�2003年12月期�2002年12月期�

■たのめーる　■たのめーる以外のサプライ�
�

19,885

11,335

33,036

7,152

40,188

46,369

6,004

52,374

31,221

売上高 523億74百万円 前年同期比 30.3％増
内、たのめーる

売上高 463億69百万円 前年同期比 40.4％増

たのめーるカタログ Vol.13 インターネットたのめーる
http://www.tanomail.com
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SMILEの売上高推移�  （単位：百万円）

0
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■ソフトおよび保守　■ハード�
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ODS21の売上高推移�  （単位：百万円）

0
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20,000
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2004年12月期�2003年12月期�2002年12月期�

13,855

18,581

25,429

売上高 206億39百万円 前年同期比 7.5％増

内、ソフトおよび保守

売上高 117億72百万円 前年同期比 23.3％増

売上高 254億29百万円 前年同期比 36.9％増

ODS21は、紙文書をデジタル複写機でデータ化

し、他のデジタルデータとの一元管理により情報を

共有、活用するナレッジマネジメントシステムです。

複写機とコンピュータの双方を提供する当社なら

ではの強みを活かし、中堅企業の業務改善に役立つ

提案活動の結果、好調に推移しました。

SMILEは、当社オリジナルの統合型基幹業務シス

テムで、オフコン時代からの26年にわたる実績を持

ち、中堅･中小企業向けのSMILE ADと、大手･中

堅企業向けのSMILE ieがあります。

幅広い業種･業務別のオプション群により導入が

容易である特長を活かし、企業の経営改善における

基幹系システム見直しの動きを受け、ソフトおよび

保守が好調に推移しました。

重点戦略事業 SMILE

重点戦略事業 ODS21
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OSM重点戦略事業

OSMの売上高推移�  （単位：百万円）�
�

0

5,000

10,000

15,000

2004年12月期�2003年12月期�2002年12月期�

5,007

6,274

9,900

当社が提供するセキュリティビジネスの事業ブラ

ンドであるOSMは、個人情報保護法の施行を前に

した企業のセキュリティ対策への関心の高まりなど

により、好調に推移しました。

売上高 99億円 前年同期比 57.8％増

■情報漏えい防止ソリューション企業連合
昨今、個人情報漏えいが相次ぎ、それが企業経

営に大きな打撃を与えています。今や情報漏えい防
止は企業経営にとって最優先の課題になっていま
す。しかし、情報漏えい防止のための具体的な施策
は、どこから手をつけて良いのか分からない企業も
多いのが現状です。また、一製品で情報漏えいを全
て防止出来る統合的な製品も存在しません。
このような状況下で、最適な製品や具体的対策
を提供する企業への要望が高まったため、当社が
まとめ役となり「情報漏えい防止ソリューション」を実
現する企業連合を組成しました。これには各分野の
トップベンダーが参加し、事前予防から万一個人情
報が流出した場合の保障までを幅広くカバーします。

RSAセキュリティ株式会社

エムオーテックス株式会社

株式会社大塚商会

クオリティ株式会社

シトリックス･システムズ･ジャパン株式会社

株式会社損害保険ジャパン

トレンドマイクロ株式会社

日立ソフトウェアエンジニアリング株式会社

マイクロソフト株式会社
（50音順）

「情報漏えい防止ソリューション」を実現する企業連合9社
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サーバの販売台数推移�
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 （単位：台）

パソコンの販売台数推移�
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複写機の販売台数推移�  （単位：台）
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■カラー複写機　■モノクロ複写機�

8,270

17,970

11,033

15,709

26,742

14,775

14,808

29,583

26,240

コンピュータおよび複写機の販売台数は、以下の推移となりました。
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次期の課題と見通し

■今後のIT市場
今後の国内経済は、原油価格や円高等の懸念材

料があり不透明な状況にあるものの、緩やかながら

も引き続き回復基調を維持するものと予測されま

す。

そのような状況にあって、ITを積極的に活用した

経営強化は、規模の大小を問わず全ての企業に求

められています。その背景として、インターネットを

活用した企業間取引や基幹系システムの抜本的見直

しに加え、ブロードバンドの進展によりデータ･音

声･映像の統合がさらに進むと考えられます。また、

基幹系と情報系、インフラとアプリケーション、デジ

タル複写機とコンピュータの融合等、今まで以上に

複合提案･総合ソリューションが求められる時代にな

りつつあります。このことは、コンピュータ系、複写

機系、通信系等、単一分野だけの取り扱いでは総合

的な提案が出来ないことを意味しております。

■お客様と共に成長し、信頼に応える
当社グループは創業以来、お客様のご要望にお応

えしながら、複写機･コンピュータ･通信機器･回線や

IP電話等を一社で提供し、ソリューションやサービ

ス領域を拡大してまいりました。今後も、中長期的

な経営戦略に基づき「ミッションステートメント」の具

現化に努め、お客様の経営課題解決でお客様と共

に成長し、さらなる企業価値の向上を目指してまい

ります。

生産性アップ�

お客様の経営課題� 複合提案�

ワンストップソリューション�

事務機� コンピュータ�

通信機器� ネットワーク�
回線�

サプライ� サポート�
コスト削減�

お客様の“顔”が見える仕組み ＝ SPR

お客様の課題（困った）を解決
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■具体的な取り組み
具体的には、「New-Web戦略」の推進により取引

顧客の深耕･拡大を図るとともに、総合保守サービ

ス「トータル サポート21」の強化、「たのめーる」、

「ODS21」、「SMILE」、「OSM」への注力を軸に、収

益力の確保と売上の伸長を図り、あわせて事業評価

をさらに徹底したうえで、これら今後伸長が期待でき

る事業領域に経営資源を集中させグループ経営の

一層の向上に取り組んでまいります。

■次期の見通し
以上により、次期の連結業績見通しといたしまし

ては、売上高は3,910億円（前年同期比 5.0％増）、

経常利益は180億円（前年同期比 5.7％増）、当期純

利益は87億20百万円（前年同期比 22.5％減）を計

画しております。

中期目標と活動方針

●ミッションステートメントの具現化により�
　お客様と共に成長する�

●人員計画は基本的に横ばい�

●増収･増益による業容拡大を図る�

　売上高営業利益率･売上高経常利益率�
　ともに5％台を目指す�

●顧客資産 データの活用で需要を開拓�

　人 物 金の効率活用で生産性向上�

基本方針�

中期計画�
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トピックス

■「ぱーそなるたのめーる」開始
「たのめーる」の個人向けサービスとして、「ぱーそなるたのめーる」を開始しました。

「たのめーる」取扱商品群の拡大に伴い、以前より法人のお客様からいただいていた「社員個人にも販売して欲

しい」との声に応え、パソコン、周辺機器、理美容家電などのほかレジャーグッズや雑貨、化粧品など、オフィ

ス向けの「たのめーる」とは一味違った、プライベートでも使いたくなるような商品も揃えています。

会員様向け特別セールやオークション機能、クレジット･カードによる決済もご用意し、皆様のご利用をお待

ちしています。

■株式会社テンアートニ東証マザーズへ上場
当社連結子会社の株式会社テンアートニが、2004年8月5日に東証マザーズへ上場しました（証券コード：

3744）。

同社はLinuxやJavaを中心としたソリューションを開発、提供しています。

http://www.10art-ni.co.jp/

ぱーそなるたのめーる カタログVol.3

東京証券取引所での株式公開セレモニー

ぱーそなるたのめーる
http：//www.p-tano.com/

Linux：オープンソースソフトウェアと呼ばれる設計情報が開示された
ソフトウェアで、世界中のソフトウェア技術者がインターネット
を介して開発に参加し、育ってきたオペレーティングシステム。

Java：米国 Sun Microsystems 社が開発したプログラミング言語
で、インターネットの中核となっているWeb システムの開発言
語として普及しており、多くの電子商取引システムや企業内
情報システムで採用されています。
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■内部告発・改善提言制度の導入
ミッションステートメントの具現化推進策の一つとして、内部告発･改善提言制度の運用を開始しました。

これにより、不正、不祥事の予防と早期発見、また業務運営に関わる提案の吸い上げなどを狙っています。

■「個人情報保護方針」の制定
当社では、業務に関連して多数の個人情報および企業情報を保有し、厳重に管理しています。情報管理につ

いての当社の取り組みをより厳格化するため、「個人情報保護方針」を制定し、公表しました。

個人情報保護方針�

　当社は個人情報に関する法令およびその他の規範
を遵守いたします。�

　本保護方針は当社が保有する個人情報を適切に管理運用するために、遵守するべき基本的事項を定めたものです。�

1. 法令・規範の遵守�

　当社はご本人または保護者の方等の同意を得た利
用範囲あるいは法令等に基づく要請の範囲を越えた利
用、提供、預託は行いません。�

4. 収集目的範囲での使用�

　当社は個人情報を適切に管理するため、法令、社会
的規範、情報技術の変化を把握し、常に管理の仕組み
を見直し、継続的改善を進めます。�

6. 継続的改善�

　当社は保有する個人情報を守秘し、同意を得た利用
範囲あるいは法令等に基づく要請の範囲を越える取り
扱いを行わないよう、適切に管理します。�
　同意を得た利用範囲に基づき、個人情報を外部へ
開示する場合には、厳格な管理の下で取り扱うよう、当
社が監理いたします。�
�

5. 開示の制限と管理�

　当社は個人情報をお預かりする際には、その使用目
的を明らかにして、必要な範囲で収集いたします。�

3. 収集目的と範囲�

　当社は個人情報の管理者を任命し、個人情報の不
正利用・紛失・破壊・改ざん、および漏えいに対し適切
な予防措置を講じます。また、全ての就労者に対し｢個
人情報の取り扱い｣についての教育訓練を行い、適切
な管理に取り組みます。尚、企業情報についても個人
情報と同列におき、管理対象といたします。�

2. 適切な情報管理の徹底�



14 大塚商会アニュアルレポート2004

社会貢献活動・環境保全活動

■社会貢献プログラム「たのくんからの贈り物」
オフィスサプライ通信販売事業「たのめーる」で

発生した戻し入れ品を非営利団体に寄贈する社会

貢献プログラムです。物流途中において不慮の原

因で包装が破損するなどした戻し入れ品のうち、利

用について全く問題のないものを寄贈しています。

■共同プロジェクト
IT関連大手の賛同企業と共同で中古PCを再生

し、特定非営利活動法人「イーパーツ」を窓口に全

国の非営利団体へ寄贈する「リユースPC寄贈･支援

プログラム」の実施や、世界最大の民間自然保護団

体WWFジャパンへの参画など、多くの企業や非営

利団体との共同プロジェクトを推進しています。

■地域の清掃活動
本社ビルをはじめ全国の多くの事業所において、地

域と一体化した清掃活動を定期的に実施しています。

■献血活動
本社ビルをはじめ主要事業所では、日赤スタッフ

を招いて社内献血を実施しています。

■ハートフル基金制度
社員有志による毎月100円の出資に、会社から同

額の寄付が上乗せされるマッチングギフト※です。こ

の基金は、障害者支援、環境保全、災害支援に活用

しています。2004年は、過去最多の台風10件の上

陸や新潟県中越地震が発生しました。これを機に多

くの社員がハートフル基金制度に入会し、被災地に

支援金を贈ることができました。

※マッチングギフト方式：社員が寄付する額に会社が上乗せする方式。当社の

場合は、社員の寄付合計額と同額を会社が出資してい

ます。

身近なところから一歩ずつ。当社は、さまざまな分野で社会貢献･環境保全活動に取り組んでいます。
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■大塚商会環境報告書2004
前年の環境保全活動について環境報告書を作成

し、広く皆様に報告しています。環境報告書を作成

する上で、紙資源の使用節減のため印刷をせず、イ

ンターネットの当社ホームページ上に掲載しています。

■環境経営格付
（第三者機関による環境経営評価）
2004年に環境経営学会による環境格付に参加し、

格付評価を受けました。評価結果は、経営、環境、

社会のトリプルボトムラインに対して、戦略、仕組み、

成果の3つの側面から、企業の全体像をツリー図で

表します。環境先進企業の一翼を担えるように、今

後もさらなる改善を図ってまいります。

http：//www.otsuka-shokai.co.jp/eco/2004/index.html

当社が取り組んできた、さまざまな環境改善活動における社内利用の実績やノウハウをもとに多彩な環境ソリュ
ーションを開発し、お客様へご提案しております。

■「ODS21」によるペーパーレスシステムで紙使用量
の節減に寄与

■「たのめーる」でグリーン購買推進に貢献

■「Webラーニング」でECO教育の効率化を支援
■「PCリサイクル」「リサイクルトナー」の推進で資源
節減に寄与

環境ソリューション
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取締役および監査役（2005年3月30日現在）

取締役兼上席執行役員

伊藤 裕一
塩川 公男
橘　 政和
宇佐美 愼治
高橋 俊泰
矢野 克尚

常勤監査役

吉田 達三

監　査　役

羽石 勝英
古畑 克巳
牧野 二郎

取締役社長※

大塚 裕司

専務取締役※

稲子谷 昭
専務取締役兼上席執行役員

長島 義昭
専務取締役兼上席執行役員

原田 要市

常務取締役兼上席執行役員

田 一秀
常務取締役兼上席執行役員

片倉 一幸
常務取締役兼上席執行役員

中嶋 克彦

※代表取締役
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財務セクション

3年間の財務データ

売上高
システムインテグレーション事業
サービス＆サポート事業
その他の事業

営業利益
経常利益
税金等調整前当期純利益
当期純利益

総資産
有利子負債
株主資本

1株当たり当期純利益（円、米ドル）
1株当たり配当金（円、米ドル）
1株当たり営業キャッシュ・フロー（円、米ドル）

売上高営業利益率（％）
売上高当期純利益率（％）
有利子負債比率（％）
株主資本比率（％）
株主資本当期純利益率（ＲＯＥ）（％）

百万円

2004

千米ドル

200420032002

株式会社大塚商会および連結子会社
12月31日に終了した各年度

経営陣による営業、財務の分析 18

連結貸借対照表 21

連結損益計算書 23

連結株主持分計算書 24

連結キャッシュ・フロー計算書 25

連結財務諸表注記 26

独立公認会計士の監査報告書 41

株主資本当期純利益率（ROE）を算出する場合の株主資本は期中平均値を使用しています。

米ドル金額は、2004年12月末日の為替相場1ドル＝104.2円で換算しています。

（ ）表記はマイナス数値を表しています。

$3,574,673 

2,291,065 

1,256,804 

26,794 

163,234 

163,493 

178,003 

107,936 

1,604,875 

204,769 

524,635 

3.41 

0.52 

7.13

—

—

—

—

—

¥372,481 

238,729 

130,959 

2,792 

17,009 

17,036 

18,548 

11,247 

167,228 

21,337 

54,667 

355.88 

55.00 

743.43 

4.57 

3.02 

12.76 

32.69 

22.80 

¥344,377 

225,842 

116,665 

1,869 

9,221 

9,055 

4,619 

2,457 

162,144 

36,858 

43,978 

77.67 

20.00 

497.87 

2.68 

0.71 

22.73 

27.12 

5.69 

¥324,289

219,690

103,380

1,219

7,990

7,766

4,706

2,405

148,563

29,795

42,351

75.96

20.00

468.47

2.46

0.74

20.06

28.51

5.76 
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売上高および損益の状況

経営陣による営業、財務の分析

売上高の概況

当連結会計年度の売上高は、システムインテグレーション事業、サービス＆サポート事業とも好調に推移しました。

また連結子会社も概ね順調に推移し、この結果3,724億81百万円（前年同期比8.2％増）と過去最高を更新しました。

システムインテグレーション事業

コンサルティングからシステム設計・開発、搬入設置工事、ネットワーク構築まで最適なシステムを提供するシステ

ムインテグレーション事業では、オリジナルのナレッジマネジメントシステム「ODS21」や統合型基幹業務システム

「SMILE」に注力した結果、カラー複写機やパソコンおよびサーバの販売が引き続き好調に推移し、売上高は2,387億

29百万円（前年同期比5.7％増）となりました。

サービス＆サポート事業

サプライ供給、ハード＆ソフト保守、テレフォンサポート、教育等によりシステム導入後をトータルにサポートするサ

ービス＆サポート事業では、Webサイトおよびカタログによるオフィスサプライ通信販売事業「たのめーる」が引き続

き高伸長を続けたことに加えて､保守等も堅調に推移し、売上高は1,309億59百万円（前年同期比12.3％増）となり

ました。

その他の事業

その他の事業では、株式会社冨士見建設の属する建設業界は引き続き厳しい状態にありましたが、積極的な営業活動

を展開した結果、売上高は27億92百万円（前年同期比49.4％増）となりました。

損益の状況

売上総利益は、売上原価が2,856億55百万円（前年同期比7.1％増）となったものの、売上高の増加に加えて売上総

利益率が23.3％と対前年同期比0.7ポイント改善したことにより、868億25百万円（前年同期比11.7％増）となりま

した。

営業利益は、売上総利益の増加と販売費及び一般管理費の対売上高比率が18.7％と前年同期比1.2ポイント低下し

たことにより、170億9百万円（前年同期比84.5％増）となりました。これにより営業利益率は前年同期比1.9ポイン

ト改善しました。

経常利益は、支払利息の減少により営業外損益が改善し、170億36百万円（前年同期比88.1％増）と4期連続で過

去最高を更新しました。

税金等調整前当期純利益は、退職給付会計適用に伴う会計基準変更時差異償却17億24百万円や減損会計の2期早期

適用により一部の固定資産の減損損失14億91百万円等を計上したものの、厚生年金基金代行返上特別利益54億81

百万円等の計上により、185億48百万円（前年同期比301.5％増）となりました。

売上高

システムインテグレーション事業

サービス＆サポート事業

その他の事業

売上原価

売上総利益

販売費及び一般管理費

営業利益

経常利益

税金等調整前当期純利益

法人税、住民税及び事業税等＊

当期純利益

前年差異

百万円

増減率

+8.2%

+5.7

+12.3

+49.4

+7.1

+11.7

+1.9

+84.5

+88.1

+301.5

+245.6

+357.7

+28,104

+12,886

+14,294

+923

+19,004

+9,100

+1,312

+7,788

+7,981

+13,928

+5,029

+8,789

2004

¥372,481

238,729

130,959

2,792

285,655

86,825

69,815

17,009

17,036

18,548

7,077

11,247

2003

¥344,377

225,842

116,665

1,869

266,651

77,725

68,503

9,221

9,055

4,619

2,047

2,457

＊法人税等調整額を含む。
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財政状態

以上の結果、当期純利益は112億47百万円（前年同期比357.7％増）となり、1株当たり当期純利益が前連結会計年

度の77.67円から355.88円と大幅に増加しました。

資産の部

流動資産

固定資産

負債の部

流動負債

固定負債

少数株主持分

資本の部

百万円

前期末比 増減率

+3.1%

+11.5

-4.8

-5.2

-0.3

-34.5

+84.8

+24.3

+5,084

+9,065

-3,981

-6,108

-274

-5,834

+503

+10,688

2004

¥167,228

87,984

79,244

111,463

100,409

11,054

1,098

54,667

2003

¥162,144

78,918

83,226

117,572

100,683

16,888

594

43,978

資産の部

当連結会計年度末における資産合計は1,672億28百万円と前期末比50億84百万円増加（前期末比3.1％増）しまし

た。

流動資産は、現金及び預金、売掛金の増加等により879億84百万円と前期末比90億65百万円増加（前期末比

11.5％増）しました。固定資産は旧本社土地建物の売却による減少や減損会計の早期適用による一部固定資産の評価

減、その他の建物及び構築物の減価償却が進んだことなどにより、792億44百万円と前期末比39億81百万円減少

（前期末比4.8％減）しました。

負債の部

当連結会計年度末における負債合計は1,114億63百万円と前期末比61億8百万円減少（前期末比5.2％減）しました。

流動負債は1,004億9百万円と、前期末比2億74百万円減少（前期末比0.3％減）しました。固定負債は、順調な営業

キャッシュ・フローを原資とした長期借入金の返済により、110億54百万円と前期末比58億34百万円減少（前期末比

34.5％減）しました。

資本の部

当連結会計年度末における資本合計は、546億67百万円と前期末比106億88百万円増加（前期末比24.3％増）し

ました。これは主に、利益剰余金の増加、旧本社土地売却による土地再評価差額金の増加によるものです。

インタレスト・カバレッジ・レシオは48.94倍、有利子負債比率は12.76％、総資本事業利益率（ROA）は10.36％、

株主資本当期純利益率（ROE）は22.80％となりました。

インタレスト・カバレッジ・レシオ（倍）

有利子負債比率（％）

ROA＊1（％）

ROE＊2（％）

2004

48.94

12.76

10.36

22.80

2003

17.57

22.73

5.97

5.69

＊1 総資本事業利益率（ROA）＝事業利益／総資本（期中平均）

事業利益＝営業利益＋受取利息＋受取配当金

＊2 株主資本当期純利益率（ROE）を算出する場合の株主資本は期中平均値を使用しています。
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キャッシュ・フロー

次期の見通し

営業活動によるキャッシュ・フロー

投資活動によるキャッシュ・フロー

財務活動によるキャッシュ・フロー

現金及び現金同等物の期末残高

百万円

前年差異 増減率

+49.2%

—

—

+155.5

+7,745

+20,160

-21,901

+4,696

2004

¥23,494

-3,245

-15,617

7,717

2003

¥15,749

-23,405

6,284

3,020

当連結会計年度末における現金及び現金同等物（以下「資金」という）は、前連結会計年度末に比べ46億96百万円増

加（前年同期比155.5％増）し、当連結会計年度末には77億17百万円となりました。

営業活動の結果得られた資金は、234億94百万円となり、前連結会計年度に比べ77億45百万円増加（前年同期比

49.2％増）しました。これは主に税金等調整前当期純利益及び仕入債務が増加したことなどによるものです。

投資活動の結果使用した資金は、32億45百万円となり、前連結会計年度に比べ201億60百万円減少しました。こ

れは主に有形固定資産の取得による支出が大幅に減少したことなどによるものです。なお、前年同期においては新本社

ビルの有形固定資産の取得による支出がありました。

財務活動の結果使用した資金は、156億17百万円となり、前連結会計年度に比べ219億1百万円増加しました（前

年同期は62億84百万円の獲得）。これは主に短期借入金の減少及び長期借入による収入の減少等によるものです。

次期の連結業績見通しといたしましては、売上高3,910億円（前年同期比 5.0％増）、経常利益180億円（前年同期

比 5.7％増）、当期純利益87億20百万円（前年同期比 22.5％減）を計画しております。
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資産の部
流動資産：
現金・預金（注記 11、15）
受取手形及び未収金
売掛金
非連結子会社・関連会社
その他

貸倒引当金

棚卸資産（注記 6）
繰延税金資産（注記10）
その他の流動資産

流動資産計

投資等：
投資有価証券（注記 4）
関係会社株式
差入保証金
繰延税金資産（注記10）
再評価に係る繰延税金資産
その他の投資
貸倒引当金

有形固定資産：（注記 14、15）
土地
建物及び構築物
建設仮勘定
その他

減価償却累計額

有形固定資産（純額）

無形固定資産
ソフトウェア
その他

資産合計

百万円
千米ドル
（注記3）

株式会社大塚商会および連結子会社
2003年および2004年12月31日現在

連結財務諸表にかかわる注記があります。

連結貸借対照表

2004 2004

$ 86,785

522,224

107

32,475

554,807

(2,873)

551,933

156,211

17,226

32,221

844,377

28,249

3,645

25,905

23,389

59,779

47,606

(7,550)

181,025

168,833

624,874

—

107,667

901,375

(377,401)

523,974

49,881

5,624

55,506

$1,604,883

¥ 9,043

54,415

11

3,383

57,810

(299)

57,511

16,277

1,794

3,357

87,984

2,943

379

2,699

2,437

6,228

4,960

(786)

18,862

17,592

65,111

—

11,218

93,923

(39,325)

54,598

5,197

586

5,783

¥167,228

2003

¥ 4,353

49,406

30

4,614

54,051

(336)

53,714

16,574

1,499

2,776

78,918

2,771

473

2,807

2,725

8,386

1,614

(929)

17,850

18,926

67,224

1

9,629

95,781

(37,047)

58,734

5,837

804

6,641

¥162,144
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負債、少数株主持分及び資本の部
流動負債：
短期借入金（注記 7）
1年以内に償還（返済）する長期債務（注記 7）
支払手形及び未払金
買掛金
非連結子会社・関連会社
その他

未払法人税等（注記10）
その他の流動負債

流動負債計

固定負債：
長期債務（注記 7）
退職給付引当金（注記 8）
繰延税金負債（注記10）
その他長期債務

少数株主持分

偶発債務（注記 9）

資本：
普通株：
授権株式：112,860,000株
発行済株式：2003年12月31日 31,667,020株

2004年12月31日 31,667,020株
資本剰余金
利益剰余金
土地再評価差額金（注記14）
その他有価証券評価差額金
為替換算調整勘定
自己株式

2003年12月31日 63,800株
2004年12月31日 63,990株

資本の部計

負債、少数株主持分及び資本合計

百万円
千米ドル
（注記3）

連結財務諸表にかかわる注記があります。

2004 20042003

$0,132,917

59,580

411,886

2,230

197,038

611,155

29,872

130,092

963,619

12,274

91,866

253

1,693

106,088

10,539

99,566

155,995

354,439

(87,098)

3,965

(1,178)

(1,053)

524,636

$1,604,883

¥ 13,850

6,208

42,918

232

20,531

63,682

3,112

13,555

100,409

1,279

9,572

26

176

11,054

1,098

10,374

16,254

36,932

(9,075)

413

(122)

(109)

54,667

¥167,228

¥022,756

8,224

36,411

177

18,977

55,566

2,418

11,718

100,683

5,878

10,778

79

151

16,888

594

10,374

16,254

29,485

(12,219)

325

(133) 

(108)

43,978

¥162,144
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売上高（注記18）
売上原価（注記17、18）

売上総利益
販売費及び一般管理費（注記17、18）

営業利益
その他の収益／（費用）：
受取利息・配当金
支払利息
固定資産売却益
投資有価証券売却益
関係会社株式売却益
貸倒引当金戻入益
厚生年金基金代行返上益
持分変動損益
固定資産売却・除却損
減損損失（注記2（16）、16）
投資有価証券評価・売却損
関係会社株式評価・売却損
会員権評価損
事業撤退損失（注記16）
本社移転費用（注記16）
会計基準変更時差異償却
退職給付終了損失
その他（純額）

税金等調整前当期純利益
法人税、住民税及び事業税（注記10）：
法人税、住民税及び事業税
法人税等調整額

少数株主利益

当期純利益

百万円
千米ドル
（注記3）

1株当たり当期純利益及び配当金（注記 2（14））：
1株当たり当期純利益
1株当たり配当金

円
米ドル

（注記3）

株式会社大塚商会および連結子会社
2003年および2004年12月期

連結財務諸表にかかわる注記があります。

連結損益計算書

2004 2004

$3,574,679

2,741,417

833,261

670,018

163,243

522

(3,345)

—

86

4,382

892

52,607

2,380

(7,760)

(14,315)

(2,433)

(250)

(229)

—

—

(16,551)

(4,304)

3,082

14,764

178,007

48,373

19,544

67,918

2,152

$   107,937

¥372,481

285,655

86,825

69,815

17,009

54

(348)

—

9

456

93

5,481

248

(808)

(1,491)

(253)

(26)

(23)

—

—

(1,724)

(448)

321

1,538

18,548

5,040

2,036

7,077

224

¥  11,247

2003

¥344,377

266,651

77,725

68,503

9,221

55

(528)

136

25

—

—

—

—

(346)

—

(798) 

(32)

(15)

(661)

(607)

(2,135)

—

306

(4,602)

4,619

3,886

(1,839)

2,047

114

¥    2,457

¥355.88

55.00

$3.41

0.52

¥77.67

20.00
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2003年12月31日現在の残高
土地売却
合併による抱合株式消却による減少高
その他有価証券評価差額金
為替換算調整勘定
当期純利益
現金配当金
自己株式の取得

2004年12月31日現在の残高

2002年12月31日現在の残高
連結子会社増加に伴う増加高
土地売却
税率変更による減少高
その他有価証券評価差額金
為替換算調整勘定
当期純利益
現金配当金
自己株式の取得

2003年12月31日現在の残高
土地売却
合併による抱合株式消却による減少高
その他有価証券評価差額金
為替換算調整勘定
当期純利益
現金配当金
自己株式の取得

2004年12月31日現在の残高

自己株式

百万円

為替換算
調整勘定

その他
有価証券
評価差額金利益剰余金

土地
再評価
差額金資本剰余金資本金

発行済
株式総数

株式会社大塚商会および連結子会社
2003年および2004年12月期

千米ドル（注記3）

連結財務諸表にかかわる注記があります。

連結株主持分計算書

¥ (0)

—

—

—

—

—

—

—

(108)

¥(108)

—

—

—

—

—

—

(0)

¥(109)

¥(102)

—

—

—

—

(32)

—

—

—

¥(133)

—

—

—

11

—

—

—

¥(122)

¥212

—

—

—

113

—

—

—

—

¥325

—

—

88

—

—

—

—

¥413

¥27,745 

119

(203)

—

—

—

2,457 

(633)

—

¥29,485

(3,143)

(24)

—

—

11,247

(632)

—

¥36,932

¥16,255 

—

—

—

—

—

—

—

—

¥16,254

—

—

—

—

—

—

—

¥16,254

¥10,375 

—

—

—

—

—

—

—

—

¥10,374

—

—

—

—

—

—

—

¥10,374

31,667,020

—

—

—

—

—

—

—

—

31,667,020

—

—

—

—

—

—

—

31,667,020

¥(12,134)

—

203

(288)

—

—

—

—

—

¥(12,219)

3,143

—

—

—

—

—

—

¥  (9,075) 

自己株式

為替換算
調整勘定

その他
有価証券
評価差額金利益剰余金

土地
再評価
差額金資本剰余金資本金

発行済
株式総数

$(1,044)

—

—

—

—

—

—

(9)

$(1,053)

$(1,285)

—

—

—

106

—

—

—

$(1,178)

$3,119

—

—

845

—

—

—

—

$3,965

$282,971

(30,170)

(233)

—

—

107,937

(6,065)

—

$354,439

$155,995

—

—

—

—

—

—

—

$155,995

$99,566

—

—

—

—

—

—

—

$99,566

31,667,020

—

—

—

—

—

—

—

31,667,020

$(117,268)

30,170

—

—

—

—

—

—

$  (87,098)
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営業活動によるキャッシュ・フロー：
税金等調整前当期純利益
減価償却費
連結調整勘定償却額
退職給付引当金増減額
貸倒引当金増減額
受取利息及び受取配当金
支払利息
固定資産売却・除却損
減損損失
投資有価証券評価損
関係会社株式売却益
関係会社株式評価損
会員権評価損
事業撤退損失・本社移転費用
持分変動損益
売上債権の増加額
棚卸資産の増減額
仕入債務の増減額
その他

小計
利息及び配当金の受取額
利息の支払額
法人税等の支払額

営業活動によるキャッシュ・フロー
投資活動によるキャッシュ・フロー：
有形固定資産の取得による支出
有形固定資産の売却による収入
ソフトウェアの開発による支出
投資有価証券の取得による支出
投資有価証券の売却による収入
連結子会社株式の売却による収入（注記11（3））
長期貸付金の貸付による支出
長期貸付金の回収による収入
その他

投資活動によるキャッシュ・フロー
財務活動によるキャッシュ・フロー:
短期借入金の増減額（純額）
長期債務による収入
長期債務の返済による支出
株式の発行による収入
配当金の支払額
その他

財務活動によるキャッシュ・フロー
現金及び現金同等物に係る換算差額

現金及び現金同等物の増減額
現金及び現金同等物期首残高
連結の範囲変更による現金及び現金同等物の増加額
合併による現金及び現金同等物の増加額（注記11（2））

現金及び現金同等物期末残高（注記11（1））

百万円
千米ドル
（注記3）

株式会社大塚商会および連結子会社
2003年および2004年12月期

連結キャッシュ・フロー計算書

$  178,007
59,145

355
(43,489)

(1,722)
(522)

3,345
7,760

14,315
2,431

(4,382)
—

229
—

(2,380)
(28,751)

2,804
72,401
10,438

269,986
532

(3,376)
(41,667)

225,475

(29,574)
14,226

(18,020)
(3,522)

767
4,314

(47)
277
433

(31,146)

(85,508)
17,274

(80,411)
4,998

(6,077)
(151)

(149,876)
37

44,491
28,985

—
583

$    74,059

¥18,548
6,162

37
(4,531)

(179)
(54)
348
808

1,491
253

(456)
—
23
—

(248)
(2,995)

292
7,544
1,087

28,132
55

(351)
(4,341)

23,494

(3,081)
1,482

(1,877)
(367)

79
449

(5)
28
45

(3,245)

(8,910)
1,800

(8,378)
520

(633)
(15)

(15,617)
3

4,635
3,020

—
60

¥  7,717

¥04,619
6,704

63
2,742

148
(55)
528
346

—
798

—
32
15

980
—

(1,292)
(556)

(1,253)
5,353

19,174
58

(540)
(2,943)

15,749

(22,559)
1,116

(1,902)
(228)

57
—

(16)
36
90

(23,405)

2,560
16,850

(12,385)
—

(631)
(108)

6,284
(9)

(1,381)
4,297

104
—

¥03,020

2004 20042003

連結財務諸表にかかわる注記があります。
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連結財務諸表注記
株式会社大塚商会および連結子会社

（株）OSK

（株）ネットプラン

（株）アルファテクノ

（株）冨士見建設

（株）アルファシステム

（株）アルファネット

大塚資訊科技（股）有限公司

大塚オートサービス（株）

（株）ネットワールド

（株）大塚ビジネスサービス

（株）テンアートニ

持株割合

（株）JPSSについては、全株式を売却したため、連結の範囲より除外しています。

1. 連結財務諸表の作成基準および重要な会計方針の要約

2. 重要な会計方針の要約

会計原則

株式会社大塚商会（以下、当社という）および連結子会社の連結財務諸表は日本の商法、証券取引法に従い、日本にお

いて一般に公正妥当と認められている会計原則および会計慣行に基づいて作成されたものです。これらの会計原則お

よび会計慣行は、国際会計基準の要求する開示や取扱いといくつかの点において異なっています。

また、当該連結財務諸表は、日本国外読者の利便性のために、関東財務局に提出したものから表示を組み換えて作成

しています。

当該連結財務諸表は日本以外の国および管轄区域において一般に公正妥当と認められた会計原則および会計慣行に

準拠した財政状態、経営成績およびキャッシュ・フローの表示を意図するものではありません。

（1）連結の範囲

当社は2003年度において20社、2004年度において16社の子会社を有しています。当該連結財務諸表においては、

2003年度が12社、2004年度は11社の子会社を連結しています。

2004年12月期における11社の連結子会社は以下のとおりです。

100.0%

100.0%

100.0%

100.0%

100.0%

100.0%

100.0%

100.0%

68.4%

65.0%

53.9%

（当社および連結子会社を以下、連結会社と呼称します）

一般的に、持株割合が50％超の会社を「子会社」、20％以上50％以下の会社を「関連会社」としていましたが、持株

割合が40％以上50％以下でも実質的に支配していると認められる会社も「子会社」に含め、また持株割合が15％以上

20％未満でも経営に重要な影響を与えることができる会社を「関連会社」に含めることとなりました。

上記の連結子会社の決算日はすべて連結決算日と同一です。

上記以外の子会社（2003年度8社、2004年度5社）の総資産、売上高、連結純損益および利益剰余金は重要な影響

がないため、連結の範囲からは除外しています。

（2）連結会社間取引等の相殺消去

連結財務諸表作成のために、すべての重要な連結会社間取引、債権債務、未実現損益は相殺消去しています。また、

未実現損益の少数株主持分に対応する部分は、少数株主持分に負担させています。

当社投資と子会社資本の相殺に伴い発生した差額（連結調整勘定）は、5年間で均等償却を行っています。
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（3）非連結子会社および関連会社株式

2003年度においては8社の非連結子会社および5社の関連会社、また2004年度においては5社の非連結子会社お

よび6社の関連会社があります。

2003年度および2004年度においては持分法適用会社はありません。その他の非連結子会社及び関連会社につい

ては、それぞれ連結純損益および利益剰余金に及ぼす影響が軽微であり、かつ全体としても重要性がないため、持分法

は適用せず原価法により評価しています。

（4）外貨建財務諸表の換算（海外連結子会社）

長期および短期外貨建金銭債権債務を決算日の直物相場により円貨に換算し、換算差額は損益として処理しています。

在外子会社等の資産および負債を決算日の直物為替相場により円貨に換算しています。また、期首時点の資本項目に

ついては発生時の直物相場で円貨に換算し、損益項目については期中平均相場により円貨に換算しています。換算差額

は連結貸借対照表の資本の部における「為替換算調整勘定」に含めて表示しています。

（5）現金及び現金同等物

連結キャッシュ・フロー計算書における現金及び現金同等物は、手許現金、随時引き出し可能な預金および容易に換

金可能であり、かつ価値の変動について僅少なリスクしか負わない取得日から3ヶ月以内に償還期限の到来する短期投

資からなっています。

（6）棚卸資産

棚卸資産の評価方法および評価基準は、以下のとおりです。

商品、保守部品 主として移動平均法による原価法

仕掛品 個別法による原価法

貯蔵品 最終仕入原価法

（7）金融商品

（a）有価証券

当社および連結子会社が保有する有価証券は、2つに分類されます。

・子会社株式および関連会社

非連結子会社および関連会社については持分法を適用しています。例外的に、持分法適用の効果に重要性のない特

定の非連結子会社および関連会社については移動平均法による原価法を適用しています。

・その他の有価証券

時価のあるもの：決算日の市場価格等に基づく時価法（評価差額は全部資本直入法により処理し､売却原価は移動

平均法により算定）で処理しています。

時価のないもの：移動平均法による原価法で処理しています。

（b）デリバティブ

デリバティブ取引により生じる正味の債権および債務は時価をもって貸借対照表価額とし、評価差額は、ヘッジに係

るものを除き、当期の損益として処理しています。
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（c）ヘッジ会計

ヘッジ会計に係るデリバティブ取引により生じる評価差額は資産又は負債として繰り延べられ、ヘッジ対象の損益認

識時に損益として認識しています。

また、資産または負債に係る金利の受払条件を変換することを目的として利用されている金利スワップが金利変換の

対象となる資産または負債とヘッジ会計の要件を充たしており、かつ、特定の条件を満たす場合には、その金銭の受払

の純額等を当該資産または負債に係る利息に加減して処理しています。

当社および連結子会社のヘッジ手段は金利スワップ、先物為替予約及び通貨スワップ、ヘッジ対象は借入金及び買掛

金です。

外貨建債務に係る将来の為替レートの変動リスクの回避および金利リスクの逓減並びに金融収支の改善のため、対象

債務の範囲内でヘッジを行っています。

ヘッジ開始時から有効性判定時点までの期間において、ヘッジ対象とヘッジ手段の相場変動の累計を比較し、両者の

変動額等を基礎にしてヘッジ有効性を評価しています。

（8）有形固定資産

有形固定資産の減価償却の方法は、法人税法の規定に基づく定率法によっています。ただし、1998年4月1日以降

に取得した建物については法人税法に定める定額法を採用しています。

また、通常の修繕、維持に係る費用は、発生時の費用で処理しています。

（9）リース会計

リース物件の所有権が借主に移転すると認められるもの以外のファイナンス・リース取引については、日本で一般に

公正妥当と認められた会計基準に基づき、主として通常の賃貸借取引に係る方法に準じた会計処理によっております。

（10）ソフトウェア

市場販売目的のソフトウェアについては、予想販売数量に基づき当期の販売数量に対応する金額を償却しています。

ただし、毎期の償却額は残存有効期間（見込有効期間3年）に基づく均等配分額を下回らないこととしています。

社内利用のソフトウェアについては、利用可能期間（5年）に基づく定額法によっています。

（11）法人税等

当社および国内連結子会社の法人税等は、法人税、住民税及び事業税で構成されています。

当社および連結子会社は税効果会計を採用しています。法人税等は資産負債法により決定されております。即ち、繰

延税金資産及び繰延税金負債は、税法上の資産負債と連結財務諸表上の資産負債との一時的差異について認識されて

います。

（12）貸倒引当金

債権の貸倒れによる損失に備えるため、一般債権については貸倒実績率により、貸倒懸念債権等特定の債権について

は、個別に回収可能性を勘案し回収不能見込額を計上しています。

（13）退職給付引当金

（a）退職給付引当金（従業員）

従業員の退職給付に備えるため、当連結会計年度末における退職給付債務及び年金資産の見込額に基づき計上してい

ます。なお、会計基準変更時差異については、当連結会計年度において5年による按分額を、過去勤務債務については、

平均残存勤務期間内の一定の年数（12年）による定額法により按分した額を費用処理しています。

数理計算上の差異は、その発生時の従業員の平均残存勤務期間内の一定の年数（12年）による定額法により按分した

額を、発生の翌連結会計年度から費用処理することにしています。
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（2003年12月期）

厚生年金基金の将来支給義務免除の認可について

当社および一部の連結子会社が加入する大塚商会厚生年金基金は、厚生年金基金の代行部分について厚生労働大臣

から将来支給義務免除の認可をうけました。

当社および連結子会社は「退職給付に関する実務指針」（日本公認会計士協会）に定める経過措置を適用せず、当該認

可の日において代行部分に係る退職給付債務と返還相当額の年金資産を消滅したとして処理していません。当期に発

生した退職給付債務は注記8（4）「退職給付債務等の計算の基礎に関する事項」に従い計算されたものです。

（2004年12月期）

年金制度の認可について

当社及び連結子会社7社は、確定給付企業年金法の施行に伴い、厚生年金基金の代行部分について、2004年2月1日

に厚生労働大臣から過去分返上の認可を受け、2004年8月17日に返還額（最低責任準備金）の納付を行いました。

当社及び連結子会社3社は、2004年4月に退職一時金制度の一部について確定給付年金制度へ移行しております。

（b）役員退職慰労引当金

当社および連結子会社4社では役員の退職慰労金の支出に備えるため、内規に基づく期末要支給額を計上しています。

（2004年12月期）

連結子会社4社は、内規の整備に伴い当連結会計年度より役員退職慰労引当金を計上しております。なお、これに

よる影響は軽微であります。

（14）1株当たり当期純利益および配当金

1株当たり当期純利益は、各年の期中平均発行済株式総数を基に計算しています。連結損益計算書に表示されている

１株当たり配当金は、各々の年度に対応した利益処分に基づく金額を示しています。

（2003年12月期）

当連結会計年度から「1株当たり当期純利益に関する会計基準」（企業会計基準第2号）および「1株当たり当期純利益

に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第4号）を適用しています。なお、これによる影響はありません。

（15）消費税

日本の消費税法は、国内のすべての財、サービスの消費に対して均一率の消費税を課しています（一部免税あり）。

売上に係る消費税は連結損益計算書の売上高には含めず、負債として処理しています。当社および国内連結子会社が支

払った仕入等に係る消費税についてもまた原価および費用には含めておらず、これらの売上にかかる消費税と仕入等に

係る消費税の相殺後の金額を、流動負債その他に含めています。

（16）会計方針の変更

（2003年12月期）

従来、マーケティング本部所属のシステムエンジニア費用を販売費及び一般管理費に計上しておりましたが、当連結

会計年度より工数を基準として受託案件に係わる費用を売上原価に計上する方法に変更しております。

この変更は、マーケティング本部所属のシステムエンジニアが受託案件に直接関与するケースが増えその費用の重要

性が増してきている中で、原価管理の質的向上を目的とした原価計算システムの再構築を機に、売上損益計算をより適

正に表示するために行ったものであります。

この結果、従来と同様の方法によった場合と比較して、売上原価は1,761百万円増加し、売上総利益並びに販売費及び

一般管理費が同額減少しておりますが、営業利益、経常利益および税金等調整前当期純利益に与える影響はありません。
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（2004年12月期）

固定資産の減損に係る会計基準

固定資産の減損に係る会計基準（企業会計審議会2002年8月9日）は、固定資産について、資産の簿価が回収されな

いことを示す事象もしくは状況の変化が生じた際には、減損の有無を調査することを要求しています。また、減損損失

は、減損資産の簿価を正味売却価額と使用価値の高い方まで減少させることにより、損益計算書に計上されています。

固定資産の減損に係る会計基準は、2005年4月1日以降開始する連結会計年度から適用することとされていますが、

2005年1月1日に開始する連結会計年度及び2004年12月31日に終了する連結会計年度から早期適用することが認

められています。

当社及び連結子会社は、2004年12月31日に終了する連結会計年度から固定資産の減損に係る会計基準を適用し

ています。これにより税金等調整前当期純利益は、1,491百万円（14,315千米ドル）減少しています。なお、減損損失

累計額については減価償却累計額に含めて表示しています。

（17）金額表示

百万円未満を切り捨てて表示しております。

3. 米ドル金額

米ドル表示金額は、海外読者の便宜を図るために表示しています。円貨からの換算レートは2004年12月末日の為

替相場1ドル=¥104.2で算出していますが、これらの計算は実際に、このレートで円貨が米ドルに交換、決済されたこ

とを示しているものではありません。

4. 投資有価証券および非連結子会社・関連会社に対する投資

2003年および2004年12月31日現在、投資有価証券および非連結子会社・関連会社に対する投資は次のとおりです。

（1）その他有価証券で時価のあるもの

連結貸借対照表計上額＞取得原価

①株式

②債券

③その他

連結貸借対照表計上額≦取得原価

①株式

②債券

③その他

合計

千米ドル

2004

差額

連結貸借
対照表
計上額取得価格

百万円

20042003

差額

連結貸借
対照表
計上額取得価格差額

連結貸借
対照表
計上額取得価格

$6,689

—

230

$6,919

$ (165)

—

(5)

$ (171)

$6,748

$13,862

—

599

$14,462

$  3,201

—

484

$  3,685

$18,147

$  7,173

—

368

$  7,542

$  3,366

—

489

$  3,856

$11,398

¥697

—

24

¥721

¥ (17)

—

(0)

¥ (17)

¥703

¥1,444

—

62

¥1,506

¥   333

—

50

¥   384

¥1,890

¥   747

—

38

¥   785

¥   350

—

51

¥   401

¥1,187

¥546

—

17

¥564

¥ (16)

—

—

¥ (16)

¥548

¥1,214

—

114

¥1,328

¥0,111

—

—

¥0,111

¥1,440

¥667

—

96

¥764

¥127

—

—

¥127

¥892

千米ドル

2004

売却損
の合計

売却益
の合計売却額

百万円

20042003

売却損
の合計

売却益
の合計売却額

売却損
の合計

売却益
の合計売却額

（2）2003年および2004年の12月31日に終了する連結会計年度中に売却したその他有価証券

$2$92$767¥0¥9¥79¥—¥25¥18
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5. デリバティブ取引

その他有価証券

非上場株式

中期国債ファンド

優先出資証券

千米ドル

2004

連結貸借対照表計上額

百万円

20042003

連結貸借対照表計上額連結貸借対照表計上額

（3）時価のない主な有価証券の内容

2003年および2004年12月31日現在のデリバティブ取引の内訳は次のとおりです。

通貨関連

$9,985

20

95

¥1,040

2

10

¥1,319

2

10

その他

合計

千米ドル

2004

1年超1年以内 1年超1年以内1年超1年以内1年超1年以内

百万円

20042003

（4）その他有価証券のうち満期があるものおよび満期保有目的の債券の今後の償還予定額

$95

95

—

—

¥10

10

—

—

¥10

10

—

—

通貨スワップ買建米ドル ¥377 ¥377 ¥336 ¥(41)

1年超合計

百万円

2003

契約額等

評価損益時価

評価損益時価

評価損益時価

1年超合計

契約額等

1年超合計

契約額等

通貨スワップ買建米ドル ¥377 ¥377 ¥328 ¥(48)

百万円

2004

通貨スワップ買建米ドル $3,621 $3,621 $3,155 $(465)

千米ドル

2004

（注）ヘッジ会計が適用されているデリバティブ取引は除いております。



銀行からの長期借入金

利率0.70％から3.12％

円建社債

固定利率0.75％　満期：2004年3月

1年以内返済（償還）予定分
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（1）採用している退職給付制度の概要

（2003年12月期）

当社および特定の連結子会社は、退職給付型の制度として、厚生年金基金制度、適格退職年金制度および退職一時金

制度を設けています。

（2004年12月期）

当社および特定の連結子会社は、退職給付型の制度として、確定給付企業年金基金、規約型確定給付企業年金およ

び退職一時金制度を設けています。

8. 退職給付引当金

6. 棚卸資産

7. 銀行からの短期借入金と長期債務

商品・保守部品

仕掛品

貯蔵品

千米ドル

2004

$147,376

7,167

1,666

$156,211

百万円

2004

¥15,356

746

173

¥16,277

2003

¥14,820

1,587

166

¥16,574

2003年および2004年12月31日現在の棚卸資産の内訳は次のとおりです。

千米ドル

2004

$71,855

—

71,855

(59,580)

$12,274

百万円

2004

¥7,487

—

7,487

(6,208)

¥1,279

2003

¥12,102

2,000

14,102

(8,224)

¥05,878

2003年および2004年12月31日現在の銀行からの短期借入金の平均金利は、それぞれ0.77％と0.74％となっ

ています。

2003年および2004年12月31日現在の長期債務は次のとおりです。

2004年12月31日現在、長期債務の各年度に返済・償還する金額は以下のとおりです。

2005年

2006年

2007年

2008年

千米ドル

$59,580

7,284

4,702

287

$71,855

百万円12月31日に終了する年度

¥6,208

759

490

30

¥7,487
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（2）退職給付債務およびその内訳（2003年および2004年12月31日現在）

千米ドル

2004

百万円

20042003

退職給付債務

年金資産

会計基準変更時差異の未処理額

未認識過去勤務債務

未認識数理計算上の差異

前払年金費用

退職給付引当金

（注）2003年及び2004年12月31日現在の連結貸借対照表の退職給付引当金残高には、それぞれ726百万円、307百万円（2,953千米ドル）

の役員退職慰労引当金を含んでいます。

¥(58,148)

34,325

(23,822)

4,271

(2,714)

12,212

(10,052)

—

¥(10,052)

¥(35,894) 

27,708

(8,186)

1,668

(7,770)

8,758

(5,530)

(3,734)

¥  (9,264) 

$(344,476)

265,915

(78,560)

16,008

(74,573)

84,052

(53,073)

(35,840)

$ (88,913) 

勤務費用

利息費用

期待運用収益

会計基準変更時差異の費用処理額

過去勤務債務の費用処理額

数理計算上の差異の費用処理額

臨時に支払った割増退職金

退職給付費用（純額）

厚生年金基金代行返上益

退職給付終了損失

$25,992

6,403

(10,828)

16,551

(5,173)

5,090

—

$38,036

(52,607)

4,304

¥2,708

667

(1,128)

1,724

(539)

530

—

¥3,963

(5,481)

448

¥2,905

1,248

(1,107)

2,135

(252)

974 

3

¥5,908

—

—

（2003年12月期）

厚生年金基金の代行部分を含めて記載しています。

（3）退職給付費用の内訳（2003年1月から2003年12月まで、および2004年1月から2004年12月まで）

（注）簡便法を採用している連結子会社の退職給付費用は勤務費用に計上しています。

1. 割引率

2. 期待運用収益率

3. 退職給付見込額の期間配分方法

4. 過去勤務債務の処理年数

5. 会計基準変更時差異の処理年数

6. 数理計算上の差異の処理年数

20042003

2.0％

3.9％

期間定額基準

12年

5年

翌連結会計年度より12年

1.5%

3.7%

期間定額基準

12年

5年

翌連結会計年度より12年

（4）退職給付債務等の計算の基礎に関する事項（2003年および2004年12月31日現在）

千米ドル

2004

百万円

20042003
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繰延税金資産

貸倒引当金

事業税

賞与引当金

退職給付引当金

役員退職慰労金

会員権

減損損失

ソフトウェア開発費

繰越欠損金

未実現利益の消去

その他

繰延税金資産合計

評価性引当額

差引：繰延税金資産

繰延税金負債

プログラム準備金

前払年金費用

有価証券評価差額

その他

繰延税金負債合計

繰延税金資産（純額）

$  2,004

3,430

9,311

35,796

1,317

2,915

9,128

2,167

3,955

3,949

6,248

80,226

(2,206)

78,020

20,191

14,607

2,721

166

37,687

$40,333

百万円

2004

¥   208

357

970

3,730

137

303

951

225

412

411

651

8,359

(229)

8,129

2,103

1,522

283

17

3,927

¥4,202

2003

¥   254

304

737

3,412

327

303

—

157

884

461

652

7,495

(714)

6,781

2,397

—

223

19

2,640

¥4,141

2003年および2004年12月31日現在で、繰延税金資産・負債の重要な構成要素は次のとおりです。

千米ドル

2004

借入先

（株）ナコス・コンピュータ・システムズ $383

$383

¥40

¥40

¥48

¥48

当社は2003年および2004年12月31日において以下の借入に対する債務保証を実施しています。

9. 偶発債務

法定実効税率

交際費

住民税均等割

評価引当金額

連結調整勘定

税率変更による期末繰延税金資産の減額修正

IT投資減税

その他

法人税等の負担率

42.1%

0.7

0.7

(3.2)

0.1

(0.5)

(2.0)

0.3

38.2%

繰延税金資産および繰延税金負債を計算するために使われる法定実効税率は、2004年12月31日現在で42.1％です。

2004年12月31日現在で、法定実効税率から法人税等の負担率への調整は次のとおりです。

10. 所得税

千米ドル

2004

百万円

20042003
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（2003年12月期）

「地方税法等の一部を改正する法律」が2003年3月31日に公布され、2003年4月1日に施行されました。

この結果、当連結会計年度末の繰延税金資産の純額（繰延税金負債の金額を控除した金額）は67百万円、再評価に係

る繰延税金資産は288百万円減少し、土地再評価差額金は288百万円、その他有価証券評価差額金は7百万円増加し

ております。また、当連結会計年度に計上された法人税等調整額は74百万円減少しております。

現金･預金及びその他の現金等価物

預入期間が3ヶ月を超える定期預金

現金及び現金同等物

$86,785

(12,725)

$74,059

¥9,043

(1,326)

¥7,717

¥4,353

(1,332)

¥3,020

（1）現金及び現金同等物は次のとおりです。

11. キャッシュ・フロー情報

流動資産

固定資産

資産合計

流動負債

固定負債

負債合計

千米ドル

$953

37

$990

$492

84

$576

百万円

¥  99

3

¥103

¥  51

8

¥  60

（2）連結子会社（株）アルファシステムと合併した（株）クオークより引き継いだ資産及び負債は次のとおりです。

（2004年12月期）

流動資産

固定資産

流動負債

固定負債

少数株主持分

連結調整勘定

株式売却益

（株）JPSS株式の売却価額

（株）JPSS現金及び現金同等物

差引：売却による収入

千米ドル

$2,478

328

(2,032)

(217)

(10)

158

2,175

2,879

(1,063)

$1,815

百万円

¥258

34

(211)

(22)

(1)

16

226

300

(110)

¥189

（3）株式の売却により連結子会社でなくなった（株）JPSSに関する売却時の資産及び負債並びに（株）JPSS株式の売

却額と売却による収入は次のとおりです。

（2004年12月期）

百万円

20042003

千米ドル

2004
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取得価額

減価償却累計額

期末帳簿価額

$44,049

(28,841)

$15,208

¥4,589

(3,005)

¥1,584

¥6,465

(4,298)

¥2,167

2003年および2004年の12月31日時点の取得価額、減価償却累計額および期末帳簿価額は要約すると次のとお

りです。

13. リース取引

1年内

1年超

リース資産減損勘定の残高

$  6,890

8,595

$15,485

$         3

¥   717

859

¥1,613

¥       0

¥1,141

1,063

¥2,205

¥ —

2004年の12月31日時点の減価償却累計額に含まれる減損損失累計額は、0百万円（3千米ドル）です。

2003年および2004年の12月31日時点のファイナンス・リースに係る未経過リース料期末残高は要約すると次の

とおりです。

支払リース料

減価償却費

リース資産減損勘定の取崩額

支払利息

減損損失

$11,746

11,121

—

407

3

¥1,223

1,158

—

42

0

¥1,650

1,506

—

73

—

2003年および2004年の12月31日に終了する事業年度中の支払リース料、減価償却費、支払利息は要約すると次

のとおりです。

減価償却費はリース期間を耐用年数とし、残存価額をゼロとする定額法によって計算されています。

百万円

20042003

千米ドル

2004

百万円

20042003

千米ドル

2004

百万円

20042003

千米ドル

2004

12. 後発事象

配当金（一株につき¥55.00）

千米ドル

$16,681

百万円利益処分

¥1,738

（1）利益処分

2004年12月31日に終了する事業年度に関する利益処分について、以下のとおり2005年3月30日の定時株主総

会において承認されました。

（2）厚生年金基金代行返上

（2003年12月期）

当社および連結子会社7社は厚生年金基金の代行部分返上に関し、2004年2月1日付で厚生労働大臣から過去分返

上の認可を受け、「退職給付会計に関する実務指針（中間報告）」（日本公認会計士協会　会計制度委員会報告第13号）第

44－2項に基づき、認可の日において代行部分返上益を計上しております。これによる翌連結会計年度の損益に与え

る影響額は5,481百万円であります。
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14. 土地再評価

1年内

1年超

$3,236

4,990

$8,227

¥337

520

¥857

¥204

150

¥355

2003年および2004年の12月31日時点のオペレーティング・リースの未経過リース料期末残高の総額は要約する

と次のとおりです。

百万円

20042003

千米ドル

2004

土地

建物

定期預金

$  7,834

7,993

418

$16,245

¥   816

832

43

¥1,692 

¥1,117

835

11

¥1,964 

百万円

20042003

千米ドル

2004

「土地の再評価に関する法律」および「土地の再評価に関する法律の一部を改正する法律」に基づき、事業用の土地の

再評価を行っています。再評価差額から再評価に係る繰延税金資産を控除した金額を「再評価差額金」として資本の部

に計上しています。再評価の価格は、土地の再評価に関する法律施行令第2条第3号及び第4号に定める価格に合理的

な調整を行って算出しています。なお、再評価は1回のみ認められています。再評価を行った土地の時価と帳簿価額と

の差額は1,382百万円（13,263千米ドル）です。

16. その他

（2003年12月期）

・事業撤退損失

事業撤退損失の内容は、店頭販売事業撤退による設備及びシステムの廃棄です。

・本社移転費用

本社移転費用の内容は、設備の廃棄及び引越費用です。

（2004年12月期）

・減損損失

当社は次のとおり固定資産の減損損失を計上しました。

a. グルーピング

当社の資産は、各地域営業部、ホテル資産、賃貸用資産及び共用資産にグループ化しています。

b. 回収可能価額の評価

回収可能価額は、正味売却価額により評価しています。

15. 担保資産

2003年および2004年12月31日現在、買掛金・支払手形と借入金に対する担保明細は次のとおりです。
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2003年および2004年の12月31日に終了する事業年度中の製造原価及び販売費及び一般管理費に含まれる研究

開発費は、それぞれ918百万円、721百万円（6,922千米ドル）です。

17. 研究開発費

c. 減損対象資産

・地価の下落により、公正な評価額が帳簿価額に比べて著しく減少した賃貸用資産

・過去の投資に起因した償却費負担により、営業損益（ホテル事業）が低迷していた資産

d. 減損損失の明細

減損損失は、減価償却累計額に含めています。

土地

建物及び構築物

有形固定資産その他

無形固定資産その他

差入保証金

リース資産

千米ドル

$  2,368

10,393

154

237

0

3

百万円

ホテル資産（静岡県）

¥   246

1,082

16

24

0

0

土地

千米ドル

$1,158

百万円

賃貸用資産（埼玉県）

¥120
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純売上：

外部顧客に対する売上高

セグメント間の内部売上高又は振替高

営業費用

営業利益

資産、減価償却費及び資本的支出

資産

減価償却費

資本的支出

百万円

2003

¥344,377

—

344,377

335,155

¥    9,221

¥162,144

6,704

24,496

2003年および2004年の12月31日に終了する事業年度の当社と連結子会社の事業の種類別セグメント情報は要

約すると次のとおりです。

（1）事業の種類別セグメント情報

18. セグメント情報

連結

¥ —

(2,229)

(2,229)

2,896

¥ (5,126)

¥20,055

588

3,324

消去
又は全社

¥344,377

2,229

346,606

332,258

¥  14,347

¥142,088

6,115

21,172

計

¥1,869

1,982

3,851

3,765

¥     86

¥2,703

42

2

その他
の事業

¥116,665

131

116,796

109,700

¥    7,096

¥  54,440

2,629

7,570

サービス＆
サポート事業

¥225,842

115

225,958

218,793

¥    7,165

¥  84,943

3,444

13,599

システムインテグ
レーション事業

純売上：

外部顧客に対する売上高

セグメント間の内部売上高又は振替高

営業費用

営業利益

資産、減価償却費及び資本的支出

資産

減価償却費

減損損失

資本的支出

百万円

2004

¥372,481

—

372,481

355,471

¥  17,009

¥167,228

6,162

1,491

5,120

連結

¥ —

(2,382)

(2,382)

2,788

¥ (5,170)

¥23,960

610

120

414

消去
又は全社

¥372,481

2,382

374,863

352,683

¥  22,180

¥143,268

5,552

1,370

4,705

計

¥2,792

2,152

4,945

4,858

¥     86

¥1,959

37

—

21

その他
の事業

¥130,959

151

131,111

122,664

¥    8,446

¥  55,667

2,461

1,370

2,125

サービス＆
サポート事業

¥238,729

78

238,807

225,160

¥    13,647

¥  85,641

3,053

—

2,558

システムインテグ
レーション事業

連結
消去

又は全社計
その他
の事業

サービス＆
サポート事業

システムインテグ
レーション事業

純売上：

外部顧客に対する売上高

セグメント間の内部売上高又は振替高

営業費用

営業利益

資産、減価償却費及び資本的支出

資産

減価償却費

減損損失

資本的支出

千米ドル

2004

$3,574,679

—

3,574,679

3,411,436

$   163,243

$1,604,883

59,145

14,315

49,144

$ —

(22,862)

(22,862)

26,761

$ (49,623)

$229,947

5,859

1,158

3,982

$3,574,679

22,862

3,597,542

3,384,675

$   212,867

$1,374,935

53,285

13,156

45,162

$26,799

20,658

47,457

46,628

$     829

$18,805

355

—

209

$1,256,811

1,452

1,258,264

1,177,199

$     81,065

$   534,237

23,622

13,156

20,402

$2,291,067

751

2,291,819

2,160,847

$   130,972

$   821,892

29,308

—

24,550
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配賦不能営業費用は、親会社の一般管理部門に係わる費用です。

全社資産は、親会社の余剰資金、長期投資（投資有価証券）及び一般管理部門に係わる資産です。

全社資産には、土地の再評価に伴う繰延税金資産を含めています。

4. 減価償却費及び資本的支出には長期前払費用の減価償却費及び増加額を含んでいます。

（2）全セグメントの売上高の合計および全セグメントの資産の合計額に占める「本邦」の割合がいずれも90％を超えて

いるため、所在地別セグメントの記載を省略しています。

（3）本邦以外の国又は地域における売上高の合計が連結売上高の10％未満であるため、海外売上高の記載を省略して

おります。

（会計方針の変更）

（2003年12月）

従来、マーケティング本部所属のシステムエンジニア費用を販売費及び一般管理費に計上しておりましたが、当連結

会計年度より工数を基準として受託案件に係わる費用を売上原価に計上する方法に変更しております。

この結果、従来と同様の方法によった場合と比較して、「システムインテグレーション事業」の営業費用は217百万円

減少し、営業利益は同額増加し、また「サービス＆サポート事業」の営業費用は217百万円増加し、営業利益は同額減少

しております。

（2004年12月）

固定資産の減損に係る会計基準

注記2（16）「会計方針の変更」に記載されているとおり、当連結会計年度より固定資産の減損に係る会計基準を適用

しています。 これにより「サービス＆サポート事業」及び「消去又は全社」の減損損失は、それぞれ1,370百万円

（13,156千米ドル）、120百万円（1,158千米ドル）発生し、資産は同額減少しています。

注記

1. 事業区分は、当社の事業目的に従って区分しています。

2. 各事業区分の主要な内容

（a）システムインテグレーション事業は、コンサルティングからシステム設計・開発、搬入設置工事、ネットワーク構築

まで最適なシステムを提供しています。

（b）サービス＆サポート事業は、サプライ供給、ハード＆ソフト保守、テレフォンサポート、教育などによりシステム導

入後をトータルにサポートしています。

（c）その他の事業は、建設業、自動車整備業及びDM作成・発送代行業等です。

3.「消去又は全社」の主要な内容は次のとおりです。

配賦不能営業費用

全社資産

$50,278

245,830

¥5,239

25,615

¥5,193

22,102

百万円

20042003

千米ドル

2004
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独立公認会計士の監査報告書

株式会社大塚商会 取締役会及び株主宛

我々は以下に添付されている株式会社大塚商会及び連結子会社の2003年及び2004年12月31日現在の連結貸借

対照表、また同日をもって終了するそれぞれの連結会計年度の連結損益計算書、連結株主持分計算書及び連結キャッシ

ュ・フロー計算書（連結財務諸表はすべて日本円表示）の監査を実施した。この連結財務諸表の作成責任は経営者にあ

り、当監査法人の責任は我々の実施した監査に基づき連結財務諸表に対する意見を表明することにある。

我々は、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して監査を行った。監査の基準は、当監査

法人に連結財務諸表に重要な虚偽の表示がないかどうかの合理的な保証を得ることを求めている。監査は、試査を基

礎として行われ、経営者が採用した会計方針及びその適用方法並びに経営者によって行われた見積りの評価も含め全

体としての連結財務諸表の表示を検討することを含んでいる。当監査法人は、監査の結果として意見表明のための合

理的な基礎を得たと判断した。

我々の意見では、上記の連結財務諸表が、株式会社大塚商会及び連結子会社の2003年及び2004年12月31日現

在の財政状態並びに同日をもって終了するそれぞれの連結会計年度の経営成績、及びキャッシュ・フローの状況を、日

本において一般に公正妥当と認められた会計基準に従い適正に表示しているものと認めます。

追記情報

1. 注記2（16）に記載されているとおり、会社は、マーケティング本部所属のシステムエンジニア費用を販売費及び一

般管理費に計上していたが、前連結会計年度より工数を基準として受託案件に係わる費用を売上原価に計上する方

法に変更した。

2. 注記12（2）に記載されているとおり、会社及び連結子会社7社は厚生年金基金の代行部分返上に関し、2004年2月

1日付で厚生労働大臣から過去分返上の認可を受けている。

3. 注記2（16）に記載されているとおり、会社及び連結子会社は当連結会計年度より固定資産の減損に係る会計基準

を適用している。

米ドルで表示された金額は、注記3に説明されているとおり、単に読者の便宜を図るために記載しているものです。

中央青山監査法人

東京、日本

2005年3月30日

本監査報告書は、OTSUKA CORPORATION Annual Report 2004に掲載されている“Report of Independent Auditors”を翻訳したものです。
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企業グループの状況（2004年12月31日現在）

当社グループ（大塚商会および大塚商会の関係会社）は連結子会社11社を含む子会社16社と関連会社6社よ

り構成されており、システムインテグレーション事業、サービス＆サポート事業およびその他の事業を行ってい

ます。連結子会社11社は下記の通りとなっています。

■システムインテグレーション事業

（株）OSK

（株）ネットプラン

（株）アルファシステム

（株）ネットワールド

（株）テンアートニ

大塚資訊科技（股）有限公司（台湾）

■サービス＆サポート事業

（株）アルファテクノ

（株）アルファネット

■その他の事業

（株）冨士見建設

大塚オートサービス（株）

（株）大塚ビジネスサービス

会社名 設立 資本金
（百万円）

出資比率 事業内容

1984年

1992年

1967年

1990年

1997年

1997年

1996年

1997年

1964年

1987年

1992年

300

400

80

585

945

116百万NT$

50

400

99

50

50

100.0％

100.0％

100.0％

68.4％

53.9％

100.0％

100.0％

100.0％

100.0％

100.0％

65.0％

●パッケージソフトの開発、販売

●電気通信工事および内装工事

●受託ソフト・パッケージ開発およびERPコンサル事業

●ネットワーク関連製品の販売・技術サポート

●Java・Linux関連の製品開発および企業情報システムの構築

●CAD/CAMソリューションの販売

●パソコン・周辺機器の修理、廃棄、データ復旧サービス

●ネットワークシステムのサービス・サポート全般

●建設工事、ビル保守・管理

●自動車販売・整備・板金、保険代理業

●ダイレクトメール作成・発送代行、情報管理・処理、HP作成
代行
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会社概要（2004年12月31日現在）

商 号

創 業

資 本 金

従 業 員

事 業 内 容

主要取引銀行

本 社

支 社

地域営業部　

支 店

株式会社大塚商会

1961年7月17日（設立：1961年12月13日）

10,374,851,000円

6,294名（連結子会社を含めた従業員数:7,625名）

システムインテグレーション事業

コンピュータ、複写機、通信機器、ソフトウェアの販売および受託ソフトの開発等

サービス＆サポート事業

サプライ供給、保守、教育支援等

株式会社横浜銀行

株式会社東京三菱銀行

株式会社みずほ銀行

株式会社UFJ銀行

〒102-8573

東京都千代田区飯田橋2-18-4

TEL.03-3264-7111（代表）

首都圏支社　〒102-8573

東京都千代田区飯田橋2-18-4

TEL.03-3264-7111（代表）

関西支社　　〒553-8558

大阪府大阪市福島区福島6-14-1

TEL.06-6456-2711（代表）

中部支社　　〒460-0024

愛知県名古屋市中区正木3-5-33

TEL.052-350-4811（代表）

中央第一営業部　中央第二営業部　城西営業部　城北営業部　　多摩営業部　

京葉営業部　　　神奈川営業部　　埼玉営業部　大阪北営業部　大阪南営業部

札幌支店　仙台支店　宇都宮支店　名古屋支店　三河支店

京都支店　神戸支店　広島支店　　福岡支店

主要事業拠点（2004年12月31日現在）
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株式の状況（2004年12月31日現在）

会社が発行する株式の総数

発行済株式の総数

1単元の株式の数

株主数

大塚装備株式会社

大塚　裕司

日本トラスティ･サービス信託銀行株式会社（信託口）

大塚　実

大塚商会社員持株会

日本マスタートラスト信託銀行株式会社（信託口）

大塚　厚志

大塚　照恵

指定単受託者三井アセット信託銀行株式会社1口

資産管理サービス信託銀行株式会社（信託B口）

■大株主（上位10名）

株主名
当社への出資状況

持株数（株） 議決権比率（％）

当社の当該株主への出資状況

持株数（株） 議決権比率（％）

8,112,730

2,622,580

2,413,400

1,895,490

1,695,720

1,373,100

1,255,550

645,500

589,600

316,500

25.67

8.29

7.63

5.99

5.36

4.34

3.97

2.04

1.86

1.00

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

112,860,000株

31,667,020株

100株

8,491名

●金融機関 22.3%

●その他 0.5% 

●外国人 7.4%�

�

●国内法人 26.9% ●個人 42.9%

■所有者別株式分布状況（株式数ベース）
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